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埋設型中間貯蔵施設からの放射性物質漏洩監視システムの検討 
 

重富正幸 石井正紀 ソイルアンドロックエンジニアリング㈱ 
後藤政昭  吉村貢  鈴木聡彦  井上惠介  池永太一   同上  

１． 発表概要 

東日本大震災に伴う福島第一原子力発電所の事故により，放射性物質が広範囲に飛散した．この飛散した放射性物質

からの被ばく線量を規定値以下にする除染作業が行われている．除染作業により回収された汚染物質は，減容や濃縮を

経て中間貯蔵施設に埋設管理される．中間貯蔵施設は，放射性物質が外部に漏洩することがない構造を採用しているが，

万一に備えて地下水中の放射性物質の監視（モニタリング）が採水により行われることになっている．本編では，より一層の

安全安心のためにその監視に適用する自動モニタリング機器につい

て検討した． 

２． 放射性物質漏洩監視システムの概要 1） 

除染作業により回収された汚染物質には，壊変の際にγ線を放出

する 137Cs（セシウム 137）が含まれている．137Cs の化合物は，土粒子

の表面に吸着しやすく，集中豪雨などにより万が一，中間貯蔵施設か

ら漏洩した場合，流出した土粒子とともに周辺地盤に浸透し，地下水

を汚染することが考えられる． 

地下水に含まれる放射性物質を監視するためのモニター機器は，

中間貯蔵施設の周囲に設置されるガイドパイプの中にγ線検出器を

吊り下げる型式が望ましいと考える．このモニター機器は，吊り下げた

γ線検出部で計測されたγ線計数率を図－1 のように時系列で表示

する常時監視機能と，γ線のエネルギースペクトルを解析する詳細

監視機能を有するものが望ましい．単位時間当たりのγ線計数率が

警戒値を超えた場合，γ線エネルギースペクトルを測定・解析するこ

とで，ピークエネルギーからγ線増加の原因核種を確認する機能が

有効と考えられる．地下水中の 137Cs の濃度が増加した場合のスペク

トルは図－2 に示すように，平常時にはない 137Cs からのγ線エネル

ギーピークが認められることになる． 

このモニター機器システムは，①地中に検出器を挿入するための

ガイドパイプ，②検出部（複数接続可），③地上部の中継装置，④管

理室内のモニター装置から構成される．図-3 に示す①のガイドパイ

プは，γ線検出効率や耐用等から，できるだけ肉厚の薄いステンレス

パイプで，強度確保のために小径（φ60mm 前後）であることが望まし

い．②検出部はγ線検出器とその信号調整器を完全防水の容器に

封入し，電源供給と出力信号伝送のためのケーブルで地上の機器に

接続される．γ線検出器はスペクトル解析が可能な無機シンチレータ

が考えられる．③地上部の中継装置は予備電源としてバッテリーや

視認可能な警告装置などから構成される小型ステーションが望ましい．

③の中継装置から④管理室内のモニター装置へ計測したデータを

転送し，モニター装置で監視を行うことが望ましい． 

３．おわりに 

大震災からの更なる復興の進展に貢献できるよう，本稿に示した機

能を有する監視システムを開発・製造してゆく所存である． 
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図-1 γ線計数率の時系列モニター例 

図-3 モニター機器の設置例 

図-2 γ線スペクトルのモニター例 
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